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被災者の高齢化に警鐘を鳴らし続ける活動

（霞賃書■化さum曝9罐l壽・織介）
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震見1呼目を目青にして
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ご
問い直し語り継ごう

震災の紋訓を！！

生かされた全；を活かすために！！

地域で育った様々な取り組みが

教育現場に生かされることを願って！！

「被災者、最後の一人まで」その支援を続ける活動

（震賣書●化させない軍9罐珈•織介）

被災地の労働組合・諸団体40団体余りと専門家、研究者が参加

｀ 

救援復興兵庫県民会議は、被災地の住民自らが立ち上がり、ともに手を取り救援活動と
住民の生活再建運動を進めることを目的として、95年3月4日に被災地の労働組合や諸
団体40団体余と医師・弁護士・建築家・学者などの専門家、研究者も参加して結成されま
した爾来、今日まで、救援、住民の願いを行政に反映する運動、とりわけ被災者個人の自助
努力ではいかんともしがたい住宅•生活再建への公的助成の拡充を求めるさまざな運動や

， 住民が主人公となる新たな街づくりにとりくみ、成果を上げてきました。
' 。 2001年には、国連社会権規約委員会に代表派遣して、被災者の声を届けるなど、被

災者の人権問題として、個人補償を捉え、全面的な公的保障実現に向けて運動をさらに
すすめています。
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この 10年近くの間に、被災地では、震災の教訓を風化させない様々な取り紐みが行
われてきました。がうンティア,NGO,NPOなど、市民による自主的な俎織が生まれ、その間、

行政が手の届かない様々な施策の穴を埋めるように活動し、被災者を励まし、その運

動を進めてきました。

しかし、残念ながら、運動の成果が《学校現湯》に反映できるところまでいってい

ないのが現状です。（詳細次ページ）

今号では、震災後生まれた多様な市民運動の中から、何件かを紹介します。そして、

そのような手づくりの運動が、震災 10年の節目で終結されるのではなく、震災の教訓
が、さらに広〈伝えられ、発展し、これからの災害に対応し得るものとして、今尚、

多大な課題を抱えた学校現湯とどう繋がり、教材化していくかを問題提起します。

学校が、 これらの市民運動とネットワークで繋がり、市民的コミュニティーの中で、子ども達の安

心と安全が保障できるように、今後さらにその運動の発展を願うものです。

ますます足りない《人的条件》
求められる
〈(JJo配淑員り〉復興担当敏員に代わる
．
 

《少人数学鍼の実現動
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{I(＊サ）霞子遍誓→

（霞賣書■化さ位ない翫9罐珈・繕介）

「子ども達よ健やかに育て」設立総会8月29日の模様が、毎日新聞に報道されました。

第 1部・大型紙芝居、第2部・渡部吉泰弁護士による講演「子ども達の危機をどう考えるか？」
第 3部・設立総会では、 [Kネット］の三つの精神①みんなが集まる②情報発信のセンクー

③資料・人材などの創出の場を確認。これから《できるだけ多くの人に「自分のもの」と

受け止め活用してもらう》ことが課題です。「Kネット」が神戸の教育・子ども達に関る

ネットワークとして、生き生きと機能する為、皆さんの参加を呼びかけます。

l連絡先：神戸・子どもと教育ネットワーク事務局：神戸市盃玉区下山手通4.1 3. 9中尾ピル502号 l
! TEL/FAX078-391-1245 事務局：中塚和代 (TEL• FAX 078-958-0704) ， 
! -------- ---- - -—-•一•._＿」s 
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I この号で紹介する、震災を風化させない取り組み、市民運動 I 
I ① 神戸で生まれた「国際的がランティアセンクー」→《被災地協働センター》 ＇ 
i ② 「仮設住宅住民」からスクート⇒出前語り部として、全国へ…《語り部クWープ 117》 ! 

I ③ 子どもの視点で、震災の教訓を世界に発信⇒《防災世界子ども会議》 i 
I ④ 「亡くなったみんなのために何ができるか？」→《1、17希望の灯り：「はるかのひまわり」》！

l ⑤ 10周年にふさわしい「手づくり追悼式」を紹介⇒《被災者ネ外9-9》
！ ⑥ 「被災者、最後の一人まで」その支援を続ける研究・運動組織⇒兵庫県民復興会議 i 
l ⑦ 地域コミュニティづくりで、子ども達に安心と安全を⇒「神戸・子どもと教育ネットりーク」設立
←- ＂ - -」
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面直籍、学校硯場から精値した敦綱
どんなに準備された「防災マニュアル」も、そしてそれによる回を重ねた訓練も、

その想定を超えた災害が起こった時は、ほとんど役に立たないのです そして どん

な場合にでも、大切なことは、日ごろの教育実践の中から培われた1「五かな人両関係」1

であり、どんな場合にでも、子ども達が自主的で冷静な判断力を発揮できることが、「非

常事態」でも適切な対応ができることでした。

そのために「施設設備の充実、一人一人の子ども達とじっくり向き合える少人数学

級、適切な教職員数を配置することなど」を再確認したのでした。

決して防災のためではなく、漕段から豊かな環境を用意しておくこ叫が、非常時に

も役立つということでした。

今、零、織鑢が人値0 「紡氾鯛繍」？

もうすぐ阪神淡路大震災から 10年を迎えようとする被災地神戸の学校現湯は、

はたして、前項のような条件整備が進んでいるでしょうか？

残念ながら、行財政改革の名の下、施設設備の充実どころか、校舎の耐震化計画は遅々とし

て進まず、多くの危険な校舎が放置されたままです。

「人的条件」をみても、様々な要員（例えば新学習システムの時間講師、新採用者への指導教

員など）の臨時採用者が増え、短期間で人が入れ替わる状態です。実質、正規教職員が減って

おり、震災前にも増して多忙なスケジュールに追われる日々です。

その中で、子ども達一人一人とじっくり向き合った指導や、その積み重ねは難しく 、震災の

教訓は生かされるどころか、人間不信の環境の中で毎日が「防犯訓練」さながらの現状です。

行政は、震災10周年を迎えるさまざまなセレモニーを用意し、震災復興に終止符を打つ準備

を進めています。 トップダウンの「防災マニュアル」をこなすスケジュールに追われる日々が

予想されます。

塁

炉崖町並みは、以前にも増して整然としたようですが、その裏手には、まだ空き地が目立つ校区

があり、＇‘-ド・ゾフト両面で、その格差が一層大きくなっています。震災と経済不況の二次災害で、

子ども達の家庭状況もいっそう複雑になり、就学援助児童生徒数は増え続ける一方です。年月

が過ぎて町の様相は変わっても、被災者の心の復興は一様でなく、配慮を要する家庭状況の児

童生徒へのきめ細かな対応が今も求められます。

•しい曝槽0中で ／さご

．にな籠割「復興鑑畠轍員」に代わる人的配•書 9

教育復興担当教員は当然のように減らされ続けています。年月が経った今、地域で生まれた

様々な「震災を風化させない」貴重な取り組みを、学校教育にどう活かすか、そんな課題をも

実践する、新たな「教職員の配置」が求められます。
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(1) r糖災鍮饂•センター」
（代表：村井雅清氏） （露費書■化さ愴磁遭観鴫壽・呵躙瓢・纏介）

阪神・淡路大震災発生後の 1995年 1月 19日に結成されたのが、阪神大震災地元 NGO救援連絡会議

（代表・草地賢一）でした。その分科会の一つとして、同年8月1日「仮設住宅支援連絡会Jとして発足し
ました。翌 1996年4月 1日、「阪神・淡路大震災『仮設』支援NGO連絡会」に改組し、分科会より独立。

1998年4月 1日より「被災地NGO協働センター」と改称し、現在に至っています。

その間取り組んだ多くの被災者支援事業の中で、今も続いている二つの活動について紹介します。

その一つが、1「まけないぞう事業」 1です。震災で職を失った方々への支援から、当時、仮設に住んで

いたおばあちゃんのアイディアから始まり、被災地の「生き甲斐・しごとづくり」として継続しています。

二つめは、災害救援活動です。国内外を問わず、災害が起こると即座に反応し、被災者の．ニーズに応え

る救援活動を展開しています。特に悔外災害援助市民センクー「CODE」|（Citizens towards Overse皿
Disaster Emergency)を立上げ、震災で得た多様なノウハウを海外で活かすための工夫がされ、注目さ
れます。その理念として、「支えあいや助けあいに国境はない、地球市民の一員として、海外の災害被災

地に私たちが経験してきたことを伝え、また新たに学ぶことで、『被災地責任』の一端を果たす。」また、

・ 「災害を機に、メキシコやトルコ、台湾などの人たちとの交流が続いているように、ネットワークづく

”,: 
塁］言喜言攣瓢言言誓言喜

NGO活鰤●貞零の
ぼうンティア元年」といわれた阪神淡路大震災、その 1年後に、早くもポランティアの活動やその存在が危

ぶまれた時、その「あり方」について、故・草地賢一氏（当時、阪神大震災地元NGO救援連絡会議代表、後
に被災地協働センター代表）が大変注目の論文を発表されました。その内容の一部を下記に紹介します。

震災後 10 年を迎えようとしている今、また、様々ながうンティア•NPO,NGO など、支援活動の存絞の危機が
いわれている時に、「加うンティア」、その精神をもう一度振り返り、発展させることが求められます。
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744 FAX:078-576-36 
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渭榊•疇大露費鄭躙Wルー7997」
（代表：長谷川 忠ー氏） （露賓書圃化させない取り纏耐・市罠遷璽l• 織介）

毎日新聞大阪社会事業団と毎日新聞社、阪神大震災ポランティア・サポート制度助成を受けて活動

② |「陪災量＂子ce会議Z005InひょうごJ|

饂ヽ I朧eにい r.OI（トン,,レーJ
1999年5月、仮設住宅で暮していた 10人の男女で結成されましたn
辛い、悲しい、忘れたい体験を、あえて「語り継ぐj活動を続けています。その意義を、発行している季刊
ニュースから、紹介します。

r鱈る重編」⇒「阪神・淡路大震災の当時の様子を、体験者として語り継ぐことは、震災犠牲者の「尊い命」
「大切な命」の伝承や経験だけでなく、これからの生活に《幾多の災害》に対しての警鐘となるだろう。その
ことを「語り部」としての意義として感じていきたい。J

·· · ·· ··· -—●●●●●●●●●會 ●●....... ............. .. ..........．．．．．．．．．． .. ... ...... _．．．．-• ••い●●●●●”.... ．．． ．．． ． ．．．．．．．．．．．．.. . ........... ..-······ ····· · ···....... . -·············· ··················· ... .......＂”●●●●●

却醤鵬⇒①被 ！ 災地神戸に来た修学旅行生に語る活動。

i ② 各紙、マスコミなどの取材を通して仏報活動 ！ 

！ ③ 他府県の防災事業などでの「出前語り部J活動 l 
·······--···--•ー・．．．．．．．．．．．．．．．―＂＂ ．． ． 

----------------------------------------------・・――-------------------------••一
連絡先：阪神・淡路大震災被災者 語り部グループ11 7 事務局

： 住所・〒651-0078 神戸市中央区脇浜海岸通3・1・17・807 TEIJFAX 078-242・8805 ! 
！ 代表連絡：090-3949・2483（長谷川・携帯）： 事務局連絡： 090・3288-4631（奥村・携帯） ： 
--------------------------------------------・・------------------------------

B峙： 2005年3月27-28B（予定）
会：兵県煩路..台置麗会纏湯健

主催：JEARN防災世界子ども会謹2005実行委員会

共催：兵庫県、JICA兵庫他（予定）
後援：兵庫県教育委員会他（予定）

ipmmm:：mmm：ヰ：土39:Im=mIIIIImmm:I#：：：：m:IIam:u:m:u:：：:．：：：’"r.:m:：：：mm::m1皿m:UIll二”:u：：Ic:911u:m:mmm:nmm:rょs:m:：：：：：：：::..,mm:：：::：:::：m:

目 i巳旧N（アイアーン）とは 「世界の子どもたちが交流し、相互理解を深めるための世界最大の 昔
1lネットワーク」です。インターネットを利用して、新しい遊びや環境問題、社会問題などをテーマにした交 ll 
ll流ブロジェクトが158も展開され、約100カ国以上、約70万人の子どもたちが参加しています。 」 I 
!i iEARNの日本の窓口が、JEARN（ジェイアーン）ですoiEARN URL:http://www.iearn.org/ fl 
.l::=::::::::=:::-.:: :：：：:：：：::::::::：：：t:：：：:：：:：：：：：：：--..：：：:＃：:：：じ::：：：：， 1 ：：II ：：：：：：ぉs＂＂.."：：::::::::,:;r.;;::: にZよ工：：：s：：：::：t：:UI：：::'：：u:=:=:：：lごこz:t江::=••`”"””'ば11』,,,.

詳しくは、 ⇒お問い合わせ先： JEARN防災世界子ども会議2005実行委員会事務局
TEL&FAX:078-251-6833 E-maii: 20050117衡eamjp
URL: http-./ /wwwjeamjp/japan/eart.hquakeYS2005/index.html 

************************************** 
************************************** 
{I) iEARNプロジェクト「防災世界子ども会議」,.17命の尊さを考えよう！
主催：JEARN防災世界子ども会議2005実行委員会 （露賃書■化さ位ない竃り編耐・繕介）
災の日 9月1日スタート！まとめとして、2005年3月、兵庫県で子どもたちによる国際会謙を開催！

「子ども達が震災の教訓を世界へ発信」の場を準鐘中です。 ， 

以下その主旨と内容、経過をお知らせします。多くの子ども達の参加を呼びかけます。

プロジェクトのねらい

2005年に阪神・淡路大震災,o周年を迎えるにあたり、大震災で経験した多くの貴重な経験や教
訓を活かし、日本の子どもたちが、震災から復興する世界の国々の子どもたちと共に、インターネット

をつかって、今後の大震災に対する被害の軽減や復興に活かせる話合いをもつブロジェクト。国際

的な視野の防災意識を持った子どもを育成することを最大の目的とする。

④ 「HANOS•阪神淡路大展災,.
（代表・堀内まさみ）

,"I鬱望叩9I」
（震賣書■化させない竃り纏耐・繕介）

i プロジェクトのすすめかた 世界とコミュニケーション！

l電子メールで白己紹介から始まり、各段階の活動は、インターネットを活用し、テレピ会議や電子フ
lォーラムでディスカッションや活動報告が行われます。またホームページで進行状況を掲載していき

l 
！ます。

I 

イベント

記`

プロジェクトのまとめをWEBで世界へ発信！

国連防災世界会議関連事業 「震災 10周年メモリアル」

日時： 2005年1月18日（火） （予定）

記念植樹、絵画展「絵で語る震災，イランとのテレビ会議他

会場：兵庫 県淡路夢舞台国際会議場他

甑神・淡路大震災 10扇年記念事婁に●加

（仮称）
|
|
|
|
|
-

4' 

「畢望叩,,」0名蒻〇幽睾

神戸・三宮の東遊園地に2000年1月17日に建立された「1.17希望の灯り」の碑文には、阪神
淡路大展災で奪われたすべての命と、生かされた私たちの思いが凝縮されています。

マグニチュード7.2を記録したあの大地震の時、私たちは、かけがえのない『いのち』を失うと
同時に、国籍や宗教、肩書きなどの違いを超えて家族や隣人、地域でお互いに心を結び、助け合い

ました。電気もガスも水道もない中手をたずさえ、支えあったあの『こころ』は、まさに暗闇を照

らす小さなともしびだったのです。

垣動叩

あの日あの時の『こころ』を継ぐように、被災地の公園や街角、学校などには数多くの「慰霊碑」

「追悼碑J「モニュメント」がつくられ、1「震災モニュメント」 1と名付け、その所在地を記した地図

「震災モニュメントマップ」を19 9 9年から発行・改訂してきました。「震災モニュメント交流
ウォーク」という新しい活動も生まれました。この活動に携わってきたご遺族やポランティアの働

きかけによって1「1.17希望の灯り」は建叫されました。そこに燈されている灯りは、被災 10市1

0町のモニュメントなどを巡って運んだ種火、そして県外被災者・ボランティアによって47都道
府県から寄せられた種火を一つにして点灯されたものです。

そこでの出会いから、全国都市間ネットワークづくりも芽生えてきました。また東遊園地で開催

されている Il.17追悼行叫は、ご遺族・ボランティアを中核に行政がサポートする形態へと移行し
てきました。「亡くなった『みんな』のために、いったい何ができるのか」という思いに突き動か

され、活動を続けてきました。（ホームページの紹介文の中から抜粋）

I「はるかのひまわり」を咲かせる運釧も、亡くなった命を忘れない取り組みの 1つです。
竺=ュ”=::―「―・--=:：：中"：江こかー 1---”.I●'”””'，．n・ょ：：：巴I、 ,..,..”":：：mm:：93m:：：へ -·ら•“~•3：：：皿t.:.如出m:：2土ゞ::：：：：,,,,-.::::1!!!::.-:: :：：：=,:.-,,:：：：：：：

ii 連絡先：阪神淡路大震災「1、17希望の灯り」 』
i 〒 651-1131神戸市北区北五葉 1·13-H・ア-•t·Ii 3F・TEU078-595・2800 FAX078-595・2801昔
昔::：：：::-:,ぉr·よI-··-•:cm:：tmm1え”m::-::“:r:cご：：m:：：：：：ばS2::,l999:：：23：：出：：：：””e:：：：m:＇：：::：：：：：：::：：m:：：::::::::.-.:：出：：出：：：：：：：：tて；：：：:::：：::＃：：：:：：：：:：：:::1m::m::m:::：：:”
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臼震災特集「姑るかcn99材つヽI」を視聴して1

家族のあり方、「心の支え」が何か？などを問いかけたドキュメンクリー

テレビ、新聞など、各種マスコミは、この 10周年を機に、震災特集を紐み、根道しています。
9月1日放送された NHK震災特集Bshiヒ・：／ョン番姐「はるかのひまわり」もその一つです。

そこで登湯する加蘊いつかさんは私の表え子にあたり、少し取材を受けました。そして私自身も、

当時の教え子にメッセージを送る機会を得ました。後に、 9月24日「NHKにんげんドキュルト」と
して、再編集された形で放映されました。（放映時間が短蝙され、家族だけに焦点が絞られたので、

私の部分はカットされましたが、）「震災で家族を亡〈し、残された家族のこの 10年間の心の軌跡

を辿る」という、大変重いテーマに取り紐まれた番組制作スクッフのみなさんに敬意を表します。

加蘊さん家族を始め、家族を亡くされた多くの方々の無念さと、生き残った者が「肴望」を託し

たい花「ひまわり」の存在を思いました。ここにその内容を紹介し、私自身の感想を述べ、最後に

若干のご案内をさせて頂きます。 （神戸市立稗田小学校「当時•本山第二小学校」）池見宏子

番組では、当時小学6年生の「はるかさんの死」を現実のものと受け止められない家族の計

り知れない悲しみ、それを乗り越えるきっかけとなった様々な人々との出会い、近所の人が

続けていた「はるかのひまわり」の運動を通して、新しい生き方を見つけていく感動的なド
キュメンタリーです。

軍呻躙ない零し耐
いつまでも亡くなった子どもを思い、嘆

く親。一番多感な中高時代に、自分の本心

（震災で受けた心の傷）を隠して、明る＜

ふるまい、家族を支えようとした姉のいつ

かさんに起こった異変。普段当たり前の家

族の会話、空気のような温もりが、いかに

大切なものか、逆に見る人に訴えかけ、「家

族」のあり方を問い直してくれています。

一劃耀員
輔珊鳴疇とれ「膏崖」

家族を亡くした多くの被災者がそうで

あるように、この家族も、「はるかさんの

死」は、二度と蘇らない家族の形であり、

そんな家族には「復興」は有り得ない厳

しい現実であること、「はるかさんの死」

を受け止め、新しい家族としての形「再

生」として歩み始めるには、何年もの時間

が必要であったことが、浮き彫りになっ
ています。

「む磯」＂鵬ぇ““
姉のいつかさんの心の苦しみは、今の多

くの子ども達に共通するテーマでもあると

思います。今の子ども達は、何を考えてい

るか判らない・・・「心の闇」を持っていると、

よく言われます。しかし、それは、今に始

まったものではなく、これまでも、思春期

は、そんな「心の闇」を、誰もが体験する年

頃でもあるのです。それぞれが、様々な形

で意識する、しないに関らず、そんな自分

を乗り越えて、人の苦しみを理解できる、

責任ある大人になっていくのです。その心

の変化、乗り越える過程が、多感な中高時

代に「震災・妹の死」という極限状態に置

かれたいつかさんを通して描かれています。

この中で、いつかさんの大きな心の転機

として、画家ニキータさんからの「絵」の贈

呈式に参加できたこと、遺族の人たちとの

出会いが紹介されていました。

しかし、「そんな場に出ることができるよ

うになった心境の変化は何か？」は残念な

がら紹介されていません。

しかし、その過程こそ、誰もが保障され

るべき大切な営みであったことを、教訓と

して、記したいと思います。

「二つ〇象臀」書付け細え曰い。

実は、加藤いつかさんは、この「被災地だ

より」でも、たびたびその心の変化を手記に

して寄せてくれていました。その中にこそ、

彼女自身が自分の居場所を見つけていく過

程を記しているのです。それには、二つの

条件が記されています、その 1つは、いつ
かさん自身が、自分の心の軌跡、思いを綴

りながら、自分の心を整理していったこと。

そして、 2つめは、彼女自身が、自分の苦

しい体験を初めて人に語ることで、共感を

呼び、人に役立つこと、自分自身の生きる

意味を見つけていったことです。様々な場

所で、自分を語る努力を重ねてきました。

このような 2つの営みがあってこそ、初

めて妹「はるかさんの死」を受け止める様々

な行事にも参加でき、家族への気遣いを無

理なくできるようになったのではないでし
ようか？

このことは、人々は、叫び、喚き、孤独

の淵をさまよう…どうしようもない辛い体

験をした時、それを乗り越える手段として、

その体験を様々な表現で訴えることをしま

す。言い知れぬ思いを表現したい••それは、

絵や文であったり、音楽、演劇、などの藝

術であったり、多様な表現方法を通して、

時間をかけて見つめ直す営みが必要なので

す。そして、それらを受け止める第三者、

共感できる人たちとの出会いの中でこそ、

心が癒され、辛い心境も乗り越えられるパ

ワーになることを、確認したいのです。

今の学校に、地域に、そして家庭に、そ

のような空間が、人々のつながりがあるで

しょうか？いつかさんの場合、手記を書き、

語ることで自分を見つめ直し、そんな彼女

を温かく受け止める場が、結果的には「は

るかのひまわり」を守り育ててくれていた

地域にあり、そこに、自分の居場所を見つ

けることができたのだと思います。

r呈Jo..rひゎl」O花

そして、「ひまわり」の花は、家族にと

っての「はるかのひまわり」から、命を

奪われた多くの人たちの「生きたかった」

願いと重なり、これから生きようとする

者にも、共感の輪が広がる象徴的な「希

望」の花になったと思います。そんな一

っとして、震災当時の教え子を忘れない

ための「花」として、私のメッセージが

紹介されたのではないかと思っています。

いつかさん家族が、「肩の力を抜いて、そ
れぞれが、自分に無理なく自然に生きる」姿
を見せてくれる ..... 

家族の一員とし
-とを心から願い、そんな
てのいつかさんに、これか

らもエールを送りたい気持ちです。

あなたのイメージする
9------••"rP・ひ奎わりの輪J査～募集咆,_......---•••••••一••“!
| 「ひまわり」の季節は過ぎましたが、その心は、いつまでも大切にしたい••••そんな思いを込め l
lて、来年1月 17日追悼式の会場に「ひまわりの絵」を咲かせるそうです。 i 

lその絵を下記のとおり募集しているので、ご案内いたします。サイズ・画材自由です。イトヅでも、 l
l具体物の描写でも OKです。（但し、作品の返却はできません。ご了承ください。） ！ 

l送り先：「希望の灯り (p5)内・加藤いつか宛」 l 
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